
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数色の淡色系インクと、複数色の濃色系インクとを有するインクジェット記録用インク
セットにおいて、
複数色の前記淡色系インク及び複数色の前記濃色系インクは、それぞれ少なくとも顔料及
び溶剤を含有しており、
複数色の前記淡色系インクは、それぞれポリマー微粒子を含有しており、
複数色の前記濃色系インクは、それぞれ前記ポリマー微粒子を含有していないか又は該ポ
リマー微粒子を前記淡色系インクよりも少量含有しているインクジェット記録用インクセ
ット。
【請求項２】
複数色の前記淡色系インクが、ライトシアンインク、ライトマゼンタインク及びイエロー
インクであり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、シアンインク及びマゼン
タインクである請求項１記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項３】
複数色の前記淡色系インクが、ライトシアンインク、ライトマゼンタインク及びイエロー
インクであり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、シアンインク、マゼンタ
インク及びダークイエローインクである請求項１記載のインクジェット記録用インクセッ
ト。
【請求項４】
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複数色の前記淡色系インクが、ライトブラックインク、ライトシアンインク、ライトマゼ
ンタインク及びイエローインクであり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、
シアンインク及びマゼンタインクである請求項１記載のインクジェット記録用インクセッ
ト。
【請求項５】
複数色の前記淡色系インクが、ライトブラックインク、ライトシアンインク、ライトマゼ
ンタインク及びイエローインクであり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、
シアンインク、マゼンタインク及びダークイエローインクである請求項１記載のインクジ
ェット記録用インクセット。
【請求項６】
前記淡色系インクが、前記ポリマー微粒子を０．５～１０重量％含有しており、前記濃色
系インクが、前記ポリマー微粒子を０～５重量％含有している請求項１～５の何れかに記
載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項７】
前記ポリマー微粒子の平均粒子径が５０～２５０ｎｍである請求項１～６の何れかに記載
のインクジェット記録用インクセット。
【請求項８】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクの表面張力が、それぞれ２８～４０ｍＮ／ｍであ
る請求項１～７の何れかに記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項９】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクが、更に、それぞれアセチレングリコール系界面
活性剤を含有しており、該アセチレングリコール系界面活性剤の含有量が０．５～３重量
％である請求項１～８の何れかに記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項１０】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクが、更に、それぞれジエチレングリコールモノ－
ｎ－ブチルエーテル（ＤＥＧｍＢＥ）、ジエチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル
（ＤＥＧｍｔＢＥ）、トリエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＴＥＧｍＢＥ
）、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＰＧｍＢＥ）、ジプロピレングリ
コールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＤＰＧｍＢＥ）及び下記一般式（Ｉ）で表される化合
物からなる群から選ばれる１種又は２種以上の浸透剤を含有しており、該浸透剤の含有量
が１～２０重量％である請求項１～９の何れかに記載のインクジェット記録用インクセッ
ト。
［化１］
ＲＯ－（ＰＯ） m－（ＥＯ） n－Ｈ  （Ｉ）（式中、Ｒは、炭素数４～１０のアルキル基を
示し、ＰＯは、プロピレンオキシ基を示し、ＥＯは、エチレンオキシ基を示す。
ｍ≧１、ｎ≧０、ｍ＋ｎ≦２０。）
【請求項１１】
前記顔料が、自己分散型顔料及び／又は分散剤分散顔料である請求項１～１０の何れかに
記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項１２】
前記自己分散型顔料が、その表面にカルボキシル基、カルボニル基、ヒドロキシル基又は
スルホン基から選ばれる１種又は２種以上の官能基を有する請求項１～１１の何れかに記
載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項１３】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクそれぞれに含有される前記顔料及び前記ポリマー
微粒子の合計量が、それぞれ５～１５重量％である請求項１～１２の何れかに記載のイン
クジェット記録用インクセット。
【請求項１４】
複数色の前記濃色系インクが、主に普通紙に用いられ、複数色の前記淡色系インクが、主
にインクジェット記録専用紙に用いられる請求項１～１３の何れかに記載のインクジェッ
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ト記録用インクセット。
【請求項１５】
複数色の淡色系インクと、前記淡色系インクの各色と同一色相からなる複数色の濃色系イ
ンクとを有するインクジェット記録用インクセットであって、
複数色の前記淡色系インクは、顔料、ポリマー微粒子及び溶剤を含有しており、複数色の
前記濃色系インクは顔料及び溶剤、又は顔料、ポリマー微粒子及び溶剤を含有し、顔料及
びポリマー微粒子を固形物とすると、前記淡色系インクの各色インクでの該固形物重量パ
ーセントをＸ％とし、前記淡色系インクの各色と同一色相の前記濃色系インクの該固形物
重量パーセントをＹ％とすると、０．８・Ｘ  ≦  Ｙ  ≦  １．２・Ｘの関係を有するインク
ジェット記録用インクセット。
【請求項１６】
複数色の前記淡色系インクが、ライトブラック、ライトシアンインク、ライトマゼンタイ
ンク及びライトイエローインクであり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、
シアンインク、マゼンタインク及びイエローインクである請求項１５に記載のインクジェ
ット記録用インクセット。
【請求項１７】
前記淡色系インクが、前記ポリマー微粒子を０．５～１０重量％含有しており、前記濃色
系インクが、前記ポリマー微粒子を０～５重量％含有している請求項１５又は１６に記載
のインクジェット記録用インクセット。
【請求項１８】
前記ポリマー微粒子の平均粒子径が５０～２５０ｎｍである請求項１５～１７の何れかに
記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項１９】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクの表面張力が、それぞれ２８～４０ｍＮ／ｍであ
る請求項１５～１８の何れかに記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項２０】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクが、更に、それぞれアセチレングリコール系界面
活性剤を含有しており、該アセチレングリコール系界面活性剤の含有量が０．５～３重量
％である請求項１５～１９の何れかに記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項２１】
前記濃色系インク及び前記淡色系インクが、更に、それぞれジエチレングリコールモノ－
ｎ－ブチルエーテル（ＤＥＧｍＢＥ）、ジエチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル
（ＤＥＧｍｔＢＥ）、トリエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＴＥＧｍＢＥ
）、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＰＧｍＢＥ）、ジプロピレングリ
コールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＤＰＧｍＢＥ）及び下記一般式（Ｉ）で表される化合
物からなる群から選ばれる１種又は２種以上の浸透剤を含有しており、該浸透剤の含有量
が１～２０重量％である請求項１５～２０の何れかに記載のインクジェット記録用インク
セット。
［化２］
ＲＯ－（ＰＯ） m－（ＥＯ） n－Ｈ  （Ｉ）（式中、Ｒは、炭素数４～１０のアルキル基を
示し、ＰＯは、プロピレンオキシ基を示し、ＥＯは、エチレンオキシ基を示す。
ｍ≧１、ｎ≧０、ｍ＋ｎ≦２０。）
【請求項２２】
前記顔料が、自己分散型顔料及び／又は分散剤分散顔料である請求項１５～２１の何れか
に記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項２３】
前記自己分散型顔料が、その表面にカルボキシル基、カルボニル基、ヒドロキシル基又は
スルホン基から選ばれる１種又は２種以上の官能基を有する請求項１５～２２の何れかに
記載のインクジェット記録用インクセット。
【請求項２４】
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前記濃色系インク及び前記淡色系インクそれぞれに含有される前記顔料及び前記ポリマー
微粒子の合計量が、それぞれ５～１５重量％である請求項１５～２３の何れかに記載のイ
ンクジェット記録用インクセット。
【請求項２５】
複数色の前記濃色系インクが、主に普通紙に用いられ、複数色の前記淡色系インクが、主
にインクジェット記録専用紙に用いられる請求項１～２４の何れかに記載のインクジェッ
ト記録用インクセット。
【請求項２６】
普通紙又はインクジェット記録専用紙に、請求項１～２５の何れかに記載のインクジェッ
ト記録用インクセットを用いて文字及び／又は画像を形成するインクジェット記録方法で
あって、
前記普通紙には、複数色の前記濃色系インクを主に使用し、
前記インクジェット記録専用紙には、複数色の前記淡色系インクを主に使用するインクジ
ェット記録方法。
【請求項２７】
普通紙又はインクジェット記録専用紙に、請求項１～２５の何れかに記載のインクジェッ
ト記録用インクセットを用いて文字及び／又は画像を形成するインクジェット記録方法で
あって、
インクジェット記録用装置のドライバーの設定により、前記普通紙には複数色の前記濃色
系インクを主に使用し、
前記インクジェット記録専用紙には、複数色の前記淡色系インクを主に使用するように切
替可能であるインクジェット記録方法。
【請求項２８】
普通紙又はインクジェット記録専用紙に文字及び／又は画像を形成するインクジェット記
録装置であって、
請求項１～２５何れかに記載のインクジェット記録用インクセットを具備するインクジェ
ット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクジェット記録用インクセットに関し、更に詳しくは、被記録メディアと
して、普通紙又はインクジェット記録専用紙の何れを用いても、発色性及び耐擦性の何れ
にも優れた文字及び／又は画像を形成し得るインクジェット記録用インクセット、インク
ジェット記録方法及び記録装置並びに記録物に関する。
【０００１】
【従来の技術および解決しようとする課題】
近年のインクジェット記録技術の革新的な進歩により、写真に匹敵するフルカラー画像の
出力が可能となり、カラーインクジェット記録装置はコンシューマブル市場において独占
的な記録装置となっている。カラーインクジェット記録装置には、通常、ブラック、イエ
ロー、マゼンタ及びシアンの少なくとも４色のインクを有するインクセットが搭載されて
おり、該インクセットにおけるインクとしては、染料インクが主流となっている。顔料イ
ンクは、染料インクに比べて印刷物の画像堅牢性、即ち、耐光性、耐ガス性及び耐水性に
優れるもので、その特性を活かしたものが望まれている。最近では、ブラックインクのみ
顔料（カーボンブラック）を使用し、カラーインクには染料を使用したインクセットが市
販されているが、全て顔料インクからなるカラー顔料インクセットとしては、発色性及び
耐擦性に優れた文字及び／又は画像を形成し得るものは未だ市販されていない。
【０００２】
また、インクジェット記録方式に用いられる被記録メディアとしては、ＰＰＣ用紙に代表
される普通紙（本願では、インクジェット記録特性について特に考慮していない紙をいう
）と、上質紙等の基材上にインク受容層を設けてなるインクジェット記録専用紙（以下、
単に「専用紙」という）とがある。
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【０００３】
一般に、普通紙や専用紙等の被記録メディアには、発色性及び耐擦性の何れにも優れた文
字及び／又は画像が形成されることが要求される。普通紙は、専用紙に比べて前記耐擦性
に優れているが前記発色性に劣るため、該普通紙には、ポリマー微粒子等の耐擦性向上剤
の添加量は少なくて良いが、顔料の添加量が多いインクが必要であった。一方、専用紙は
、普通紙に比べて前記発色性に優れているが前記耐擦性に劣るため、該専用紙には、顔料
の添加量は少なくても良いが、前記耐擦性向上剤の添加量が多いインクが必要であった。
例えば、特開平４－１８４６２号公報には、普通紙に適したインクとして、耐擦性向上剤
（ポリマー微粒子）を分散質とするマイクロエマルジョンを含有させたインクが開示され
ているが、該インクでは、専用紙に対して実用上十分な耐擦性を有する文字及び／又は画
像を形成することは出来なかった。
【０００４】
普通紙及び専用紙の何れに対しても、発色性及び耐擦性の何れにも優れた文字及び／又は
画像を形成し得るインクジェット記録システムとして、普通紙に適したインクのみから構
成されたインクセットと、専用紙に適したインクのみから構成されたインクセットとをそ
れぞれ別個に有し、用いる被記録メディアに応じてこれらのインクセットを交換するシス
テムが考えられるが、該システムでは、インクセットの交換が煩雑で実用に堪えない。
【０００５】
従って、本発明の目的は、被記録メディアの選択の幅を広げるもので、普通紙又は専用紙
の何れを用いても、同一のシステム（用いる被記録メディアに適したインクセットに交換
する作業が不要なシステム）で発色性及び耐擦性の何れにも優れた文字及び／又は画像を
形成し得るインクジェット記録用インクセット及びそれを用いたインクジェット記録方法
及び記録装置、並びに記録物を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記目的を達成すべく種々検討した結果なされたもので、複数色の淡色系イン
クと、複数色の濃色系インクとを有するインクジェット記録用インクセットにおいて、複
数色の前記淡色系インク及び複数色の前記濃色系インクは、それぞれ少なくとも顔料及び
溶剤を含有しており、複数色の前記淡色系インクは、それぞれポリマー微粒子を含有して
おり、複数色の前記濃色系インクは、それぞれ前記ポリマー微粒子を含有していないか又
は該ポリマー微粒子を前記淡色系インクよりも少量含有しているインクジェット記録用イ
ンクセット及びそれを用いたインクジェット記録方法及び記録装置、並びに記録物を提供
するものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明のインクジェット記録用インクセットについて詳述する。
【０００８】
本発明のインクジェット記録用インクセットは、前述の通り、複数色の淡色系インクと、
複数色の濃色系インクとを有する。
【０００９】
前記「淡色系インク」とは、薄い色のインクをいい、インクセット中に、色相が同じで色
の濃さがそれぞれ異なる２色のインクがある場合は、薄い色の方のインクをいう。該淡色
系インクは、特に専用紙に対して、発色性に優れた文字及び／又は画像を形成し、鮮やか
な印字を可能とするインクである。
【００１０】
一方、前記「濃色系インク」とは、濃い色のインクをいい、インクセット中に、色相が同
じで色の濃さがそれぞれ異なる２色のインクがある場合は、濃い色の方のインクをいう。
該濃色系インクは、専用紙に対してのみならず、普通紙に対しても発色性に優れた文字及
び／又は画像を形成し、濃い印字を可能とするインクである。
【００１１】
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尚、「普通紙」とは、ＰＰＣ用紙に代表される、インクジェット記録特性について特に考
慮していない紙をいう。また、「専用紙」とは、上質紙等の基材上にインク受容層を設け
てなるインクジェット記録用の被記録メディアをいい、該インク受容層中にポリビニルア
ルコール等の水溶性樹脂を含有するいわゆる「膨潤型」及び該インク受容層中に非晶質シ
リカ等の多孔質材料を含有するいわゆる「吸収型」の何れのタイプも含む。
【００１２】
本発明のインクジェット記録用インクセットにおける、複数色の前記淡色系インクと複数
色の前記濃色系インクとの好ましい組み合わせは下記の通りである。
【００１３】
６色のインクを有するインクジェット記録用インクセットとする場合には、複数色の前記
淡色系インクが、ライトシアンインク、ライトマゼンタインク及びイエローインクであり
、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、シアンインク及びマゼンタインクであ
る。
【００１４】
このインクセットを用いて印刷する場合、普通紙に対しては、３色の前記濃色系インク及
び前記イエローインクを主に使用する。また、専用紙に対しては、３色の前記淡色系イン
クを主に使用し、ブラック色は３色の該淡色系インクによるコンポジットブラックを使用
する。尚、「主に使用する」についての具体的態様については後述する。
【００１５】
また、７色のインクを有するインクジェット記録用インクセットとする場合には、複数色
の前記淡色系インクが、ライトシアンインク、ライトマゼンタインク及びイエローインク
であり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、シアンインク、マゼンタインク
及びダークイエローインクである。
【００１６】
このインクセットを用いて印刷する場合、普通紙に対しては、４色の前記濃色系インクを
主に使用する。また、専用紙に対しては、３色の前記淡色系インクを主に使用し、ブラッ
ク色は３色の該淡色系インクによるコンポジットブラックを使用する。
【００１７】
また同様に、７色のインクを有するインクジェット記録用インクセットとする場合には、
複数色の前記淡色系インクが、ライトブラックインク、ライトシアンインク、ライトマゼ
ンタインク及びイエローインクであり、複数色の前記濃色系インクが、ブラックインク、
シアンインク及びマゼンタインクである。
【００１８】
このインクセットを用いて印刷する場合、普通紙に対しては、３色の前記濃色系インク及
び前記イエローインクを主に使用する。また、専用紙に対しては、４色の前記淡色系イン
クを主に使用する。
【００１９】
また、８色のインクを有するインクジェット記録用インクセットとする場合には、複数色
の前記淡色系インクが、ライトブラックインク、ライトシアンインク、ライトマゼンタイ
ンク及びイエローインク（またはライトイエローインク）であり、複数色の前記濃色系イ
ンクが、ブラックインク、シアンインク、マゼンタインク及びダークイエローインク（ま
たはイエローインク）である。
【００２０】
このインクセットを用いて印刷する場合、普通紙に対しては、４色の前記濃色系インクを
主に使用する。また、専用紙に対しては、４色の前記淡色系インクを主に使用する。
【００２１】
これらのインクジェット記録用インクセットのうち、特に発色性に優れた文字及び／又は
画像を形成することができる点で、前記８色のインクを有するインクジェット記録用イン
クセットが好ましいが、印刷コストや搭載されるインクジェット記録装置等に応じて適宜
選択される。
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【００２２】
本発明に係る複数色の前記淡色系インク及び複数色の前記濃色系インクは、それぞれ少な
くとも顔料及び溶剤を含有しており、更に複数色の前記淡色系インクは、それぞれポリマ
ー微粒子を含有しており、複数色の前記濃色系インクは、それぞれ前記ポリマー微粒子を
含有していないか又は該ポリマー微粒子を前記淡色系インクよりも少量含有している。こ
こで、「複数色の前記濃色系インクが、それぞれ前記ポリマー微粒子を前記淡色系インク
よりも少量含有している」とは、複数の該濃色系インクのうち、最も該ポリマー微粒子の
含有量が多いインクにおける該ポリマー微粒子の含有量よりも、複数の該淡色系インクの
うち、最も該ポリマー微粒子の含有量が少ないインクにおける該ポリマー微粒子の含有量
の方が多いことを意味する。
【００２３】
前記淡色系インクと前記濃色系インクとは、前述の如く、前記ポリマー微粒子の含有量が
異なっている。具体的には、前記淡色系インクは、前記ポリマー微粒子を、好ましくは０
．５～１０重量％、更に好ましくは２．５～８重量％含有しており、前記濃色系インクは
、前記ポリマー微粒子を、好ましくは０～５重量％、更に好ましくは０．５～３重量％含
有している。前記淡色系インク中の前記ポリマー微粒子の含有量が５重量％超では、固形
成分の増加により、特に電歪素子を用いたノズルヘッドにおいて目詰まりし易くなる。ま
た、前記濃色系インク中の前記ポリマー微粒子の含有量が０．５重量％未満では耐擦性向
上に効果が無く、１０重量％超含有させても耐擦性の向上は殆ど見られない。
【００２４】
また、前記淡色系インクと前記濃色系インクとの間には以下の関係が成り立っている場合
にも、普通紙又は専用紙に同一のシステムで文字及び／又は画像を形成し得るインクジェ
ット記録用インクセットを提供することができる。すなわち、本発明のインクジェット記
録用インクセットにおいて、複数色の淡色系インクと、前記淡色系インクの各色と同一色
相からなる複数色の濃色系インクとを有するインクジェット記録用インクセットであって
、複数色の前記淡色系インク及び複数色の前記濃色系インクは、顔料、ポリマー微粒子及
び溶剤を含有しており、複数色の前記濃色系インクは顔料及び溶剤、又は顔料、ポリマー
微粒子及び溶剤を含有し、顔料及びポリマー微粒子を固形物とすると、前記淡色系インク
の各色インクでの該固形物重量パーセントをＸ％とし、前記淡色系インクの各色と同一色
相の前記濃色系インクの該固形物重量パーセントをＹ％とすると、
０．８・Ｘ　≦　Ｙ　≦　１．２・Ｘ　　（１）
の関係を有する。好ましくは、ＸとＹとの関係は、０．８５・Ｘ≦Ｙ≦１．１５・Ｘであ
り、さらに好ましくはＸとＹとの関係は０．９・Ｘ≦Ｙ≦１．１・Ｘである。　式（１）
の関係の範囲外では、同色の淡色と濃色との間でのインクの粘度がより合わせにくく、イ
ンクの記録品質及び吐出安定性に悪影響を及ぼし、実用レベルには達しない。
【００２５】
前記関係を有するインクジェット記録用インクセットの組合わせには、複数色の淡色系イ
ンクが、ライトブラック、ライトシアンインク、ライトマゼンタインク及びライトイエロ
ーインクであり、複数色の濃色系インクが、ブラックインク、シアンインク、マゼンタイ
ンク及びイエローインクがある。
【００２６】
前記ポリマー微粒子を構成するポリマーとしては、水不溶性若しくは水難溶性で、被記録
メディア、特に専用紙に対する顔料インクの定着性を向上させて、該専用紙に耐擦性に優
れた文字及び／又は画像を形成し得るものが好ましい。
【００２７】
前記ポリマーとしては、アクリル系、メタクリル系、スチレン系、ウレタン系、アクリル
アミド系、エポキシ系からなる群から選ばれる１種又は２種以上のポリマーが挙げられ、
特にアクリル系、メタクリル系、スチレン系又はこれらの混合系が好ましい。具体的には
、スチレン、テトラヒドロフルフリルアクリレート、ブチルメタクリレート、（α－２，
３又は４）－アルキルスチレン、（α－２，３又は４）－アルコキシスチレン、３，４－
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ジメチルスチレン、α－フェニルスチレン、ジビニルベンゼン、ビニルナフタレン、ジメ
チルアミノ（メタ）アクリレート、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジメチ
ルアミノプロピルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート、アクリ
ロイルモルフォリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ－イソプロピルアクリルアミ
ド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアクリルアミド、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）ア
クリレート、プロピル（メタ）アクリレート、エチルヘキシル（メタ）アクリレート等の
アルキル（メタ）アクリレート、メトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、
エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基を有するジエチレングリコール、ポリエチレング
リコールの（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ベンジル（メ
タ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、イソボニル（メタ）アクリ
レート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、その他含フッ素、含塩素、含珪素（
メタ）アクリレート、（メタ）アクリルアミド、マレイン酸アミド等が挙げられる。また
、（メタ）アクリル酸等の１官能の他に架橋構造を導入する場合は（モノ、ジ、トリ、テ
トラ、ポリ）エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオール、１
，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，８－オクタンジオール及び１
，１０－デカンジオール等の（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ
）アクリレート、グリセリン（ジ、トリ）（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡ又は
ビスフェノールＦのエチレンオキシド付加物のジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグ
リコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２８】
前記ポリマー微粒子は、インク中における分散安定性の観点から、その平均粒子径が５０
～２５０ｎｍ、特に６０～１２０ｎｍであることが好ましい。
【００２９】
また、前記ポリマー微粒子としては、単相構造及び複相構造（コアシェル型）の何れも使
用できるが、インク中における分散安定性の観点から、特にコアシェル型のものが好まし
い。
【００３０】
また、前記ポリマー微粒子は、常温での成膜性及びインクとしての安定性の観点から、そ
のガラス転移温度（Ｔｇ）が－１０～２５℃であることが好ましく、－５～１５℃である
ことが更に好ましい。
【００３１】
Ｔｇは、ＪＩＳ　Ｋ　６９００に従い、測定される。
【００３２】
前記ポリマー微粒子は、本発明に係るインク中に、エマルジョンとして配合される。「エ
マルジョン」とは、分散媒が水であり、分散質が前記ポリマー微粒子である該ポリマー微
粒子の水系分散液をいう。
【００３３】
前記エマルジョンは、常温での成膜性の観点から、その最低造膜温度（ＭＦＴ）が２０℃
以下であることが好ましく、－５～１０℃であることが更に好ましい。エマルジョンのＭ
ＦＴを前記範囲内とする方法としては、前記ポリマー微粒子のＴｇを前記範囲内とする方
法の他、市販のＭＦＴ降下剤を使用する方法も採用できる。
【００３４】
ＭＦＴは、ＪＩＳ　Ｋ　６８００に従い、測定される。
【００３５】
また、前記エマルジョンは、自己分散型顔料（後述する）の分散安定性の向上の観点から
、アニオン性であることが好ましい。尚、同様の観点から、表面がカチオン性の顔料（例
えば、表面処理によりカチオン基で分散させたもの）を用いる場合は、前記エマルジョン
はカチオン性であることが好ましい。
【００３６】
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前記エマルジョンは、例えば、次のようにして製造される。
〔エマルジョンの一製造方法〕
滴下装置、温度計、水冷式還流コンデンサー及び攪拌機を備えた反応容器に、イオン交換
水１００部を入れ、窒素雰囲気下、温度７０℃で攪拌しながら、重合開始剤０．２部を添
加する。これに、別途調製したモノマー溶液を滴下し重合反応させて、１次物質を調製す
る。その後、温度７０℃で、該１次物質に、重合開始剤の１０％水溶液２部を添加して攪
拌し、更に別途調製した反応液を添加し攪拌して重合反応させ、重合反応物を得る。該重
合反応物を、中和剤で中和してｐＨが８～８．５になるように調整した後、０．３μｍの
フィルターでろ過し粗大粒子を除去して、前記ポリマー微粒子を分散質とする前記エマル
ジョンを得る。
【００３７】
前記重合開始剤としては、通常のラジカル重合に用いられるものと同様のものが用いられ
、例えば、過硫酸カリ、過硫酸アンモニウム、過流酸水素、アゾビスイソブチロニトリル
、過酸化ベンゾイル、過酸化ジブチル、過酢酸、クメンヒドロパーオキシド、ｔ－ブチル
ヒドロキシパーオキシド、パラメンタンヒドロキシパーオキシド等が挙げられる。特に、
前述の如く、重合反応を水中で行う場合には、水溶性の重合開始剤が好ましい。
【００３８】
また、前記重合反応で用いられる乳化剤としては、例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸カリウムの他、一般にアニオン界面活性剤、非イオン界面活性剤又は両性界面
活性剤として用いられているもの等が挙げられる。
【００３９】
また、前記重合反応で用いられる連鎖移動剤としては、例えば、ｔ－ドデシルメルカプタ
ン、ｎ－ドデシルメルカプタン、ｎ－オクチルメルカプタン、キサントゲン類であるジメ
チルキサントゲンジスルフィド、ジイソブチルキサントゲンジスルフィド、ジペンテン、
インデン、１，４－シクロヘキサジエン、ジヒドロフラン、キサンテン等が挙げられる。
【００４０】
本発明に係る前記顔料としては、この種のインクにおけるものと同様のものが用いられ、
例えば、アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレートアゾ顔料、フタロシアニ
ン顔料、ペリレン顔料、ペリノン顔料、キナクリドン顔料、チオインジゴ顔料、イソイン
ドリノン顔料、キノフラロン顔料、ジオキサジン顔料、アントラキノン顔料、ニトロ顔料
、ニトロソ顔料、アニリンブラック等の有機顔料、チタン白、亜鉛華、鉛白、カーボンブ
ラック系、ベンガラ、朱、カドミウム赤、黄鉛、群青、コバルト青、コバルト紫、ジンク
ロメート等の無機顔料が挙げられる。また、カラーインデックスに記載されていない顔料
であっても水相に分散可能なら、何れも使用できる。これらのうち、特にアゾレーキ、不
溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレートアゾ顔料、フタロシアニン顔料、ペリレン顔料、
ペリノン顔料、キナクリドン顔料、チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフラ
ロン顔料、ジオキサジン顔料、アントラキノン顔料及びカーボンブラック系を用いること
が好ましい。尚、「顔料」とは、水や溶剤、油等に不溶の粒子状の固体をいう。
【００４１】
また、前記顔料は、インク中における顔料の分散安定性の向上の観点から、自己分散型顔
料又は分散剤分散顔料であることが好ましい。
【００４２】
前記「自己分散型顔料」とは、分散剤を別途配合せずとも、水系インク中で均一に分散し
得る顔料をいい、その表面にカルボキシル基、カルボニル基、ヒドロキシル基又はスルホ
ン基からなる群から選ばれる１種又は２種以上の官能基（分散性付与基）を有するもので
ある。該自己分散型顔料が配合されたインクは、自己分散型ではない顔料及び分散剤の配
合された通常のインクと比べて、分散安定性が高く、また、インクの粘度が適度なものと
なるので、顔料をより多く含有させることが可能となり、特に普通紙に対して発色性に優
れた文字及び／又は画像を形成することができる。更に、該自己分散型顔料が配合された
インクは、印字品質の向上に有効な浸透剤（後述する）を配合しても流動性の低下を生じ
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ることがないので、該浸透剤を併用することにより印字品質も高められる。
【００４３】
前記自己分散型顔料は、例えば、次のようにして調製される。
〔自己分散型顔料の一調製方法（顔料の表面酸化処理）〕
溶剤に顔料を添加し、これをハイスピードミキサー等で高速剪断分散するか、又はビーズ
ミルやジェットミル等で衝撃分散してスラリー状の顔料分散液を得る。該顔料分散液をゆ
っくり攪拌しながら、硫黄を含む処理剤（スルファミン酸、発煙硫酸、硫酸、クロロ硫酸
、フルオロ硫酸、アミド硫酸等）を添加し、該顔料分散液を６０～２００℃に加熱処理し
て、前記顔料表面に前記分散性付与基を導入する。該顔料分散液から溶剤を除去した後、
水洗、限外濾過、逆浸透、遠心分離、濾過等を繰り返して前記硫黄を含む処理剤を取り除
いて、自己分散型顔料を得る。
前記「分散剤分散顔料」とは、分散剤（スチレン－アクリル酸系等の高分子量分散剤又は
界面活性剤系分散剤）によって、水系インク中で均一に分散され得る顔料をいう。該分散
剤としては、例えば、ジョンクリル系（ジョンソンポリマー）、ハイラノール系（第一工
業薬品）等が挙げられ、特にスチレン－アクリル酸系高分子量分散剤が好ましい。
【００４４】
また、前記顔料は、インクの保存安定性の向上や、ノズルの目詰まり防止の観点から、そ
の平均粒径が５０～１５０ｎｍであることが好ましく、６０～１２０ｎｍであることが更
に好ましい。
【００４５】
前記顔料は、前記淡色系インクにおいては、好ましくは０．０１～１０重量％、更に好ま
しくは０．１～５重量％含有され、また、前記濃色系インクにおいては、好ましくは１～
２０重量％、更に好ましくは３～８重量％含有される。尚、普通紙に対して相対的に濃い
印字を可能とする観点から、該濃色系インクには、必要に応じて、前記ポリマー微粒子が
少ない分、前記顔料を多く配合することもできる。
【００４６】
前記淡色系インクにおける前記顔料の含有量が０．０１重量％未満では、普通紙は勿論、
専用紙に対しても印字・画像濃度が不十分であり、１０重量％超では淡色系インクでなく
なってしまう。また、前記濃色系インクにおける前記顔料の含有量が１重量％未満では濃
色系インクでなくなってしまい、含有量を２０重量％超にしても、印字・画像濃度の大幅
な向上が図れず、インクの液安定性の低下等の不都合が生じる。
【００４７】
また、本発明に係る前記濃色系インク及び前記淡色系インクそれぞれに含有される前記顔
料及び前記ポリマー微粒子の合計量が、それぞれ５～１５重量％であることが好ましく、
６～１２重量％であることが更に好ましい。インク中の前記顔料と前記ポリマー微粒子と
の合計を前記範囲内とすることにより、特に電歪素子を用いたノズルヘッドにおけるイン
クの吐出安定性が向上する。
【００４８】
本発明に係る前記溶剤としては、水が好ましく、イオン交換水が更に好ましい。
【００４９】
また、前記溶剤として、水以外に、他の溶剤を併用することもできる。このような溶剤と
しては、水と相溶性を有し、被記録メディアへのインクの浸透性及びノズルの目詰まり防
止性を向上させると共に、浸透剤（後述する）等のインク中の成分の溶解性を向上させる
ものが好ましく、例えば、エタノール、メタノール、ブタノール、プロパノール、イソプ
ロパノールなどの炭素数１～４のアルキルアルコール類、エチレングリコールモノメチル
エーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエー
テル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメ
チルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノ－
ｎ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエ
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ーテル、エチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｔ
－ブチルエーテル、１－メチル－１－メトキシブタノール、プロピレングリコールモノメ
チルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノ－
ｔ－ブチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、プロピレング
リコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル
、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロ
ピルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテルなどのグリコー
ルエーテル類、ホルムアミド、アセトアミド、ジメチルスルホキシド、ソルビット、ソル
ビタン、アセチン、ジアセチン、トリアセチン、スルホラン等が挙げられ、これらの１種
又は２種以上を用いることができる。
【００５０】
前述の如く、本発明のインクジェット記録用インクセットは、複数色の前記淡色系インク
と、複数色の前記濃色系インクとを有し、これらのインクに含有させるポリマー微粒子の
含有量を調整すると共に、用いる被記録メディアの種類に応じてこれらのインクを使い分
けることにより、普通紙又は専用紙の何れを用いても、発色性及び耐擦性に優れた文字及
び／又は画像を形成し得るようにしたものであるが、必要に応じて、印字品質を向上させ
るためにアセチレングリコール系界面活性剤を配合することもでき、また、記録文字・画
像の耐擦性を更に向上させるために浸透剤や界面活性剤を配合することもでき、また、ノ
ズルの目詰まり防止のために水溶性グリコール類や糖類、防黴剤・防腐剤を配合すること
もできる。
【００５１】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクに配合できる前記アセチレングリコ
ール系界面活性剤としては、例えば、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，
７－ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、３，５－ジメチル
－１－ヘキシン－３オール、又はこれらの物質それぞれにおける複数の水酸基それぞれに
エチレンオキシ基若しくはプロピレンオキシ基を平均１～３０個付加してなる物質等が挙
げられ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
【００５２】
前記アセチレングリコール系界面活性剤の含有量は、前記淡色系インク及び前記濃色系イ
ンクの何れにおいても、好ましくは０．５～３重量％であり、更に好ましくは０．５～１
．５重量％である。
【００５３】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクに配合できる前記浸透剤としては、
ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＤＥＧｍＢＥ）、ジエチレングリコー
ルモノ－ｔ－ブチルエーテル（ＤＥＧｍｔＢＥ）、トリエチレングリコールモノ－ｎ－ブ
チルエーテル（ＴＥＧｍＢＥ）、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＰＧ
ｍＢＥ）、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル（ＤＰＧｍＢＥ）及び下記
一般式（Ｉ）で表される化合物からなる群から選ばれる１種又は２以上が好ましく、特に
、ＤＥＧｍＢＥ、ＴＥＧｍＢＥ、ＤＰＧｍＢＥ及び下記一般式（Ｉ）で表される化合物が
好ましい。尚、下記一般式（Ｉ）において、ｍとｎは系中の存在を示し、ＰＯ及びＥＯは
、ブロック付加でもよく、ランダム付加でもよい。
［化３］
ＲＯ－（ＰＯ）ｍ －（ＥＯ）ｎ －Ｈ　　　　（Ｉ）（式中、Ｒは、炭素数４～１０のアル
キル基を示し、ＰＯは、プロピレンオキシ基を示し、ＥＯは、エチレンオキシ基を示す。
ｍ≧１、ｎ≧０、ｍ＋ｎ≦２０。）
【００５４】
前記浸透剤の含有量は、前記淡色系インクにおいては、好ましくは１～２０重量％、更に
好ましくは３～１０重量％であり、また、前記濃色系インクにおいては、好ましくは１～
２０重量％、更に好ましくは２～１０重量％である。含有量が１重量％未満では、インク
の浸透性が低下して該インクの滲みを有効に防止できず、２０重量％超では、インクの速
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乾性の低下や滲みの発生等の不都合が生じるおそれがある。
【００５５】
また、本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクに配合できる前記界面活性剤
としては、例えば、両性界面活性剤として、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、２－
アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ヤ
シ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ポリオクチルポリアミノエチル
グリシンその他イミダゾリン誘導体等、非イオン界面活性剤として、ポリオキシエチレン
ノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエ
チレンドデシルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアリルエーテル、ポリオ
キシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルなどのエーテル系、ポリ
オキシエチレンオレイン酸、ポリオキシエチレンオレイン酸エステル、ポリオキシエチレ
ンジステアリン酸エステル、ソルビタンラウレート、ソルビタンモノステアレート、ソル
ビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレート、ポリオキシエチレンモノオレエート
、ポリオキシエチレンステアレート等のエステル系、その他フッ素アルキルエステル、パ
ーフルオロアルキルカルボン酸塩等の含フッ素系界面活性剤等が挙げられ、これらの１種
又は２種以上を用いることができる。
【００５６】
また、本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクに配合できる前記水溶性グリ
コール類としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレン
グリコール、テトラエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ル、トリプロピレングリコール、分子量２０００以下のポリエチレングリコール、１，３
－プロピレングリコール、イソプロピレングリコール、イソブチレングリコール、１，４
－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキ
サンジオール、グリセリン、メソエリスリトール、ペンタエリスリトール等が挙げられ、
これらの１種又は２種以上を用いることができる。
【００５７】
前記水溶性グリコール類の含有量は、前記淡色系インクにおいては、好ましくは５～２０
重量％、更に好ましくは８～１５重量％であり、また、前記濃色系インクにおいては、好
ましくは５～３０重量％、更に好ましくは１０～２０重量％である。
【００５８】
また、本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクに配合できる前記糖類として
は、例えば、グルコース、マンノース、フルクトース、リボース、キシロース、アラビノ
ース、ラクトース、ガラクトース、アルドン酸、グルシトース、マルトース、セロビオー
ス、スクロース、トレハロース、マルトトリオース、アルギン酸及びその塩、シクロデキ
ストリン類、セルロース類等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を用いることができ
る。
【００５９】
前記糖類の含有量は、前記淡色系インクにおいては、好ましくは０～１０重量％、更に好
ましくは２～６重量％であり、また、前記濃色系インクにおいては、好ましくは０～１５
重量％、更に好ましくは２～１０重量％である。
【００６０】
また、本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクに配合できる前記防黴剤・防
腐剤としては、例えば、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノールナトリウム、２－
ピリジンチオール－１－オキサイドナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、デヒドロ酢酸ナ
トリウム、１，２－ジベンジソチアゾリン－３－オン（ＡＶＥＣＩＡ社のプロキセルＣＲ
Ｌ、プロキセルＢＤＮ、プロキセルＧＸＬ、プロキセルＸＬ－２、プロキセルＴＮ）等が
挙げられ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
【００６１】
前記防黴剤・防腐剤の含有量は、前記淡色系インク及び前記濃色系インクの何れにおいて
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も、好ましくは０．０１～０．５重量％であり、更に好ましくは０．０３～０．１重量％
である。
【００６２】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクには、更に必要に応じて、表面張力
調整剤、ｐＨ調整剤、粘度調整剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、消泡剤、キレート剤、酸
素吸収剤等の各種添加剤を含有させることができ、これらの１種又は２種以上が用いられ
る。
【００６３】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクは、吐出安定性を向上させる観点か
ら、その表面張力をそれぞれ２８～４０ｍＮ／ｍとすることが好ましく、３０～３４ｍＮ
／ｍとすることが更に好ましい。表面張力を前記範囲内とするために、前記表面張力調整
剤を含有させることもできる。
【００６４】
表面張力は、ＪＩＳ　Ｋ　３２１１に従い、測定される。
【００６５】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクは、前記顔料の表面がアニオン性で
ある場合、印字濃度の向上及び液安定性の観点から、そのｐＨをそれぞれ７～１１とする
ことが好ましく、８～１０とすることが更に好ましい。ｐＨを前記範囲内とするために、
前記ｐＨ調整剤として、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化リチウム等の無機ア
ルカリ類、アンモニア、トリエタノールアミン、エチルジエタノールアミン、ジエチルエ
タノールアミン等の炭素数６～１０の３級アミン類等を含有させることもできる。
【００６６】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクは、吐出安定性を向上させる観点か
ら、その２０℃における粘度をそれぞれ２～１０ｍＰａ・ｓ、特に３～６ｍＰａ・ｓとす
ることが好ましい。粘度を前記範囲内とするために、例えば、前記粘度調整剤として、ロ
ジン類、アルギン酸類、ポリビニルアルコール、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボ
キシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース、ポリアクリル
酸塩、ポリビニルピロリドン、アラビアゴムスターチ等を含有させることもできる。また
、後述するように、前記淡色系インク及び前記濃色系インクの各色での固形分濃度を調整
することにより、吐出安定性及び色再現の向上を図ることができる。
【００６７】
本発明に係る前記淡色系インク及び前記濃色系インクを調製する方法は、従来公知の装置
、例えば、ボールミル、サンドミル、アトライター、バスケットミル、ロールミル等を使
用して調製することができる。その際、各色のインクそれぞれの粘度、固形分濃度（前記
顔料及び前記ポリマー微粒子の合計量の重量濃度）、並びに前記浸透剤等の他の成分（顔
料、溶剤及びポリマー微粒子以外の成分）の含有量が、各色インク間でそれぞれ、ほぼ同
一となるように調整することが、インク特性の色毎の差を少なくして、印字品質及び吐出
安定性を高めると共に、ヘッドの駆動電圧や駆動周波数等の制御をし易くする観点からよ
り好ましい。本発明のインクジェット記録用インクセットにおいては、前記顔料の含有量
が相対的に少なく、粘度が相対的に低くなりがちな前記淡色系インクには、前記ポリマー
微粒子が一定量含有されており、前記顔料の含有量が相対的に多く、粘度が相対的に高く
なりがちな前記濃色系インクには、前記ポリマー微粒子が含有されないか又は該淡色系イ
ンクよりも少量含有されているので、該淡色系インクと該濃色系インクとで、前記粘度及
び前記固形分濃度の差がそれぞれあまりなく、前記調整が容易に行える。
【００６８】
また、本発明に係るインクの調製に際しては、粗大粒子を除去することが好ましい。例え
ば、前述の各成分を配合して得られたインクを、メンブレンフィルターやメッシュフィル
ター等のフィルターによって、好ましくは１μｍ以上、更に好ましくは０．５μｍ以上の
粒子を除去する。このような処理を行うことによって、ノズルに目詰まりしないインクが
得られる。
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【００６９】
本発明のインクジェット記録用インクセットは、この種のインクセットと同様に、インク
ジェット記録装置（インクジェットプリンター）に搭載され、普通紙及び専用紙に対して
、同一のシステムで文字及び／又は画像を形成することができる。その際、普通紙には、
複数色の前記濃色系インクを主に使用し、専用紙には、複数色の前記淡色系インクを主に
使用する。具体的には、普通紙には、複数色の前記濃色系インクを、該普通紙に対するイ
ンクの全吐出量の好ましくは６０％以上、更に好ましくは７０％以上で使用し、専用紙に
は、複数色の前記淡色系インクを、該専用紙に対するインクの全吐出量の好ましくは６０
％以上、更に好ましくは７０％以上で使用する。本発明のインクジェット記録用インクセ
ットは、このように使用されることにより、普通紙又は専用紙の何れに対しても、発色性
に優れた文字及び／又は画像を形成することが可能となる。また、主として専用紙に用い
られる複数色の前記淡色系インクには、それぞれ前記ポリマー微粒子が所定量（前記濃色
系インクよりも多量）含有されているので、専用紙に対して耐擦性に優れた文字及び／又
は画像を形成することができる。
【００７０】
また、前記インクジェット記録装置にはさらにドライバーが搭載されてあり、そのドライ
バーの設定を切り替えることにより、普通紙及び専用紙に対して同一の記録装置で文字及
び／又は画像を形成することもできる。具体的には、ユーザの希望に応じて、ドライバー
の設定を切り替えて普通紙及び専用紙の選択が可能となる。
【００７１】
【実施例】
以下に、実施例によって本発明を具体的に説明するが、これらは本発明の範囲を限定する
ものではない。実施例１、２及び３は、本発明のインクジェット記録用インクセットの実
施例である。また、比較例１～３は、前記ポリマー微粒子（エマルジョン）の含有量が本
発明の範囲外である比較例であり、比較例４は、淡色系及び濃色系インクの各色インクの
固形分が本発明の範囲外である比較例である。また、実施例４及び５は、本発明のインク
ジェット記録方法の実施例である。また、比較例５～９は、インクジェット記録方法の比
較例である。
【００７２】
しかしながら、本発明は、かかる実施例に制限されるものではないことはいうまでもない
。尚、以下の例中、「部」及び「％」は、特に明示しない限りそれぞれ重量部及び重量％
を示す。
【００７３】
〔実施例１〕
前記〔自己分散型顔料の一調製方法〕に従って得られた自己分散型顔料、及び下記〔エマ
ルジョンの調製〕で得られたエマルジョンＡ～Ｄを用いて、それぞれ下記組成の８色の顔
料インクを調製し、淡色系インクとしてライトブラック（Ｌｋ）、ライトシアン（Ｌｃ）
、ライトマゼンタ（Ｌｍ）及びライトイエロー（Ｌｙ）の４色の顔料インクを備え、濃色
系インクとしてブラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）及びイエロー（Ｙ）の４
色の顔料インクを備えたインクセット１を得た。
【００７４】
〔エマルジョンの調製〕
前記〔エマルジョンの一製造方法〕に従い、ポリマー微粒子を分散質とするエマルジョン
Ａ～Ｄを得た。調製時に用いたモノマー溶液及び反応液の組成をそれぞれ下記表１に示す
。
【００７５】
【表１】
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【００８１】
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【００８３】
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【００８４】
〔実施例２〕
実施例１の前記インクセット１における４色の前記濃色系インクがエマルジョン（ポリマ
ー微粒子）を含有していない以外は、該インクセット１と同一組成の８色の顔料インクを
備えたインクセット２を得た。
【００８５】
〔実施例３〕
下記の組成からなる８色の顔料インクを備えたインクセット３を、実施例１と同様に調製
した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８６】
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【００８７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８８】
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【００８９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９０】
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【００９１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９２】
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【００９３】
〔比較例１〕
実施例１の前記インクセット１における全てのインクがエマルジョン（ポリマー微粒子）
を含有していない以外は、該インクセット１と同一組成の８色の顔料インクを備えたイン
クセット を得た。
【００９４】
〔比較例２〕
実施例１の前記インクセット１における各インクのエマルジョン（ポリマー微粒子）の含
有量（濃度）をそれぞれ下記に示す通りとした以外は、該インクセット１と同一組成の８
色の顔料インクを備えたインクセット を得た。
【００９５】
ライトブラックインク；
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　　　０％
ライトシアンインク；
エマルジョンＤ（ポリマー微粒子の濃度として）　　　　０％
ライトマゼンタインク；
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　　　０％
エマルジョンＤ（ポリマー微粒子の濃度として）　　　　０％
ライトイエローインク；
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　　　０％
エマルジョンＣ（ポリマー微粒子の濃度として）　　　　０％
ブラックインク；
エマルジョンＡ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．５％
シアンインク；
エマルジョンＣ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．５％
マゼンタインク；
エマルジョンＡ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．２％
エマルジョンＤ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．３％
イエローインク；
エマルジョンＡ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．３％
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
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【００９６】
〔比較例３〕
実施例１の前記インクセット１における各インクのエマルジョン（ポリマー微粒子）の含
有量（濃度）をそれぞれ下記に示す通りとした以外は、該インクセット１と同一組成の８
色の顔料インクを備えたインクセット６を得た。
【００９７】
ライトブラックインク；
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
ライトシアンインク；
エマルジョンＤ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
ライトマゼンタインク；
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
エマルジョンＤ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
ライトイエローインク；
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
エマルジョンＣ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．１％
ブラックインク；
エマルジョンＡ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．５％
シアンインク；
エマルジョンＣ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．５％
マゼンタインク；
エマルジョンＡ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．２％
エマルジョンＤ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．３％
イエローインク；
エマルジョンＡ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．３％
エマルジョンＢ（ポリマー微粒子の濃度として）　　０．３％
【００９８】
〔比較例４〕
実施例３の前記インクセット３おける各インクのエマルジョン（ポリマー微粒子）の含有
量（濃度）をそれぞれ下記に示す通りとした以外は、該インクセット１と同一組成の８色
の顔料インクを備えたインクセット を得た。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９９】
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【０１０１】
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【０１０２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０３】
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【０１０４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０５】
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【０１０６】
〔実施例４〕
インクセット１における各インクの温度２０℃における粘度を、保湿効果を有するグリセ
リン、ジオールあるいはグリコール等の添加量を増減しながら、それぞれ４～５ｍＰａ・
ｓに調整した。その後、インクセット１を、インクジェットプリンター（商品名「ＰＭ７
５０Ｃ」、セイコーエプソン製）に搭載し、普通紙には、該普通紙に対するインクの全吐
出量の７０％を４色の前記濃色系インクが占める（残りは、４色の前記淡色系インク）よ
うに、また、専用紙には、該専用紙に対するインクの全吐出量の７０％を４色の前記淡色
系インクが占める（残りは、４色の前記濃色系インク）ように、インクセット１を使用し
て、それぞれ各色のベタ印字を行って印刷物を作製した。
【０１０７】
〔実施例５〕
実施例１のインクセット１に代えて、実施例２のインクセット２を用いた以外は実施例４
と同様にして、印刷物を作製した。
【０１０８】
〔比較例５〕
実施例１のインクセット１に代えて、比較例１のインクセット４を用いた以外は実施例４
と同様にして、印刷物を作製した。
【０１０９】
〔比較例６〕
実施例１のインクセット１に代えて、比較例２のインクセット５を用いた以外は実施例４
と同様にして、印刷物を作製した。
【０１１０】
〔比較例７〕
実施例１のインクセット１に代えて、比較例３のインクセット６を用いた以外は実施例４
と同様にして、印刷物を作製した。
【０１１１】
〔比較例８〕
実施例４において、普通紙には、該普通紙に対するインクの全吐出量の５０％を４色の前
記淡色系インクが占める（残りは、４色の前記濃色系インク）ように、また、専用紙には
、該専用紙に対するインクの全吐出量の５０％を４色の前記濃色系インクが占める（残り
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は、４色の前記淡色系インク）ように、インクセット１を使用した以外は実施例４と同様
にして、印刷物を作製した。
【０１１２】
〔比較例９〕
実施例５において、普通紙には、該普通紙に対するインクの全吐出量の７０％を４色の前
記淡色系インクが占める（残りは、４色の前記濃色系インク）ように、また、専用紙には
、該専用紙に対するインクの全吐出量の７０％を４色の前記濃色系インクが占める（残り
は、４色の前記淡色系インク）ように、インクセット２を使用した以外は実施例５と同様
にして、印刷物を作製した。
【０１１３】
実施例１、２及び３（インクセット１、２及び３）並びに比較例１～４（インクセット４
～７）のインク粘度合わせ及びインク吐出特性を下記のようにして評価した。それらの結
果を下記表２に示す。
【０１１４】
〈インク粘度合わせの評価〉
インクセット中における各色インク間の粘度のばらつきを、粘度比をとって評価した。評
価は下記評価基準により行った。
（評価基準）
Ａ：良好（粘度比が±５％以内）。
Ｂ：実用レベル（粘度比が±１０％以内）。
Ｃ：実用レベルにない（粘度比が±１５％以内）。
Ｄ：実用レベルにほど遠い（粘度比が±１５％を超える）。
【０１１５】
〈インク吐出特性の評価〉
所定のパターンを印刷して、各色ごとの印刷ズレがあるかどうかを目視にて観察しながら
、必要に応じてプリンターの吐出電圧や吐出周波数等の吐出制御信号等をコントロールし
、このときのインク吐出特性を評価した。評価は下記評価基準により行った。
（評価基準）
Ａ：良好（吐出制御を同一の系で可能である）。
Ｂ：実用レベル（多少の制御を要する）。
Ｃ：実用レベルにない（大幅な制御を要する）。
Ｄ：実用レベルにほど遠い（別系統の回路が必要である）。
【０１１６】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１１７】
実施例４及び５、並びに比較例５～９の各印刷物について、発色性及び耐擦性を下記の方
法で評価した。それらの結果を下記表３に示す。
【０１１８】
〈発色性の評価方法〉
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普通紙（商品名「ＸｅｒｏｘＰ」、ゼロックス製）及び専用紙（エプソンプリンター用専
用光沢紙）それぞれに、前述の如くベタ印字して得られた印刷物を、温度２５℃、相対湿
度５０％ＲＨの環境下で、２４時間放置した。その後、光学濃度計（型番「ＳＰＭ－５０
」、グレタグ製）を用い、黒色（Ｌｋ及びＫ）のベタ印字部については、その光学濃度（
ＯＤ）を測定し、また、カラー（Ｌｃ、Ｌｍ、Ｌｙ、Ｃ、Ｍ及びＹ）のベタ印字部につい
ては、その彩度（Ｃ＊ ）を測定して、それぞれ下記評価基準により評価した。
（評価基準）
Ａ：普通紙；ＯＤが１．３以上、且つＣ＊ が５０以上。
専用紙；ＯＤが１．５以上、且つＣ＊ が６０以上。
発色性良好。
Ｂ：普通紙；ＯＤが１．２以上１．３未満、且つＣ＊ が４０以上５０未満。
専用紙；ＯＤが１．３以上１．５未満、且つＣ＊ が５０以上６０未満。
実用上問題なし。
Ｃ：普通紙；ＯＤが１．２未満及び／又はＣ＊ が４０未満。
専用紙；ＯＤが１．３未満及び／又はＣ＊ が５０未満。
実用に堪えない。
【０１１９】
〈耐擦性の評価方法〉
普通紙（商品名「ＸｅｒｏｘＰ」、日本ゼロックス製）及び専用紙（商品名「スーパーフ
ァイン専用紙」、セイコーエプソン製）それぞれにベタ印字して得られた印刷物における
ベタ印字面上に、それぞれ消しゴム（幅２０ｍｍ）を傾斜度６０。 で固定し、その上から
１ｋｇの荷重をかけて、ベタ印字面上を１０往復して擦り、その時の各該ベタ印字面の状
態を目視で観察し、下記評価基準により評価した。
（評価基準）
Ａ：印字面にキズ、ハガレがない。耐擦性良好。
Ｂ：印字面にキズが入る。実用上問題なし。
Ｃ：印字面ハガレが発生する。実用に堪えない。
【０１２０】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１２１】
表２に示す結果から明らかなように、実施例１、２及び３のインクセット（インクセット
１、２及び３）は、比較例１～４のインクセット（インクセット４～７）に比して、イン
ク粘度合わせ及びインク吐出特性に優れることが分かる。特に比較例２、３及び４のイン
クセット（インクセット５、６及び７）は、インク粘度合わせ及びインク吐出特性に劣り
、インクの吐出制御が行いにくいものであることが分かる。
【０１２２】
また、表３に示す結果から明らかなように、実施例４及び５の印刷物は、比較例５～９の
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印刷物に比して、発色性及び耐擦性に優れることが分かる。
【０１２３】
【発明の効果】
本発明のインクジェット記録用インクセットによれば、被記録メディアとして、普通紙又
はインクジェット記録専用紙の何れを用いても、同一のシステムで発色性及び耐擦性の何
れにも優れた文字及び／又は画像を形成することができる。また、本発明のインクジェッ
ト記録用インクセットによれば、各色のインクそれぞれの粘度及び固形分濃度を、各色の
インク間でそれぞれほぼ同一となるように調整することができるので、各インクのインク
吐出における周波数依存性、吐出量依存性等の吐出制御が行い易い。
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